
資料４

事業名 境漁港　特定漁港漁場整備事業

漁港名 特定第３種　境漁港 事業箇所 境港市昭和町

１　事業の概要

（１）事業目的

（目標、効果）

（２）事業内容

２　事業評価に関わる資料

（１）事業効果

（２）地域に与える影響

（３）地域の協力体制

（４）コスト縮減の取組

（５）環境への配慮

　生産者、卸売業者、買受人、市場管理者、漁港管理者、商工観光関係者等からなる「さかいみなと漁港・
市場活性化協議会」を設置し、整備内容の検討・調整を行っている。

　建設副産物等を利用した再生資源を利用し、コスト縮減・リサイクルの促進を図る。

　環境に配慮し、岸壁及び荷さばき所内で発生する排水は、排水施設で処理し、直接泊地に流さないように
することで 港内（境水道）の水質の保全を図る。

事業の概要及び事前評価に係る資料

【目　的】
①災害に強く安全な地域づくりの推進
　境漁港は平成12年10月に発生した鳥取県西部地震において陸揚岸壁等の漁港施設が被災を受け、漁業
活動に大きな影響があった。この地震の経験や東日本大震災の事例を踏まえ、災害発生後に速やかに陸
揚げが再開できるよう陸揚岸壁の耐震化を行う。

②水産物の安定的な提供に対応できる力強い水産業づくりの推進
　消費者に安心・安全な水産物を提供できるように、境漁港で水揚げされる水産物の高度衛生管理を強化
し、まき網漁業、かにかご漁業、沖合底びき網漁業、いか釣漁業、各種沿岸漁業に対応した、高度衛生管理
型の荷さばき所の整備に併せ、陸揚岸壁及び泊地の整備を行う。

【必要性】
　境漁港における陸揚量は、年間約118千トンで県全体の９割以上を占め、まき網漁業、沖合底引き網漁業
やかご漁業による、アジ、イワシ、カニ等の多種多様な魚種を取り扱う国内有数の流通拠点漁港として、非
常に重要な役割を担っている。
　岸壁の耐震強化対策が未実施であり、大規模地震発生後には多くの水産物の取扱に甚大なる影響を及
ぼすこととなる。
　また、市場施設の老朽化が進み、陸揚げ岸壁・荷さばき所等の高度衛生管理対策も未対応であり、安心・
安全な水産物の安定供給が強く求められている。

【効　果】
　○生命・財産保全・防御効果
　○水産物生産コストの削減効果
　○漁獲物付加価値化の効果
　○漁業就労環境の労働環境改善効果

【事業評価対象施設】
　-6m泊地浚渫 7,300㎡
　-6m岸壁(新設) 313m
　-6m岸壁(耐震改良) 157m
　-6m岸壁(増深改良) 245m
　道路  485m

【事業評価対象外施設】
　用地(人工地盤)  12,000㎡
　清浄冷海水取水施設  1式
　荷さばき所  1式

【全体事業費】 ※事業評価対象外施設も含む
　Ｃ＝１２，０００（百万円）

①災害に強く安全な地域づくりの推進
　現在、境漁港で日常的に水揚げに使用されている陸揚岸壁は耐震化が行われておらず、万が一地震など
により被災した場合、水産物の流通に重大な影響を与えるため、岸壁を耐震化し安定した水産物の流通確
保を図る。これにより震災時においても、安定して水揚げを行うことのできる災害に強い安全な漁港を形成
する。

②水産物の安定的な提供・国際化に対応できる力強い水産業づくりの推進
　特定第３種漁港であり、水産物の流通拠点である境漁港において、水産物の生産から陸揚げ、流通・加工
までの一貫した高度衛生管理対策に取り組むことによって、消費者に安心・安全な水産物を提供する。

　境漁港は、特定第３種漁港として、全国、特に西日本への主要消費地市場への水産物の安定供給が可能
となり、クロマグロ、ベニズワイガニ及びズワイガニ等の高級なものの産地として、近年、安全で安心な水産
物を求める消費者ニーズに対応することができる。
　本事業で、衛生管理に対応した岸壁と荷捌所の一体的な整備とともに、市場関係者自らによる衛生管理
体制の強化を図ることにより、国民に安全・安心な水産物を提供するものであり、付加価値の向上（水産物
の品質低下防止）と魚価の安定が実現される。



１ 位置図

事業箇所

漁港区域
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２ 境漁港の概要

• 境漁港の特徴
• 境漁港は、まき網漁、底びき網漁等を主体とし、鳥取
県の水揚げ量の約９割を占める日本海側有数の拠
点漁港である。

境漁港における陸揚量、陸揚金額の推移
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• 魚種別水揚量、金額（平成２５年度）

２ 境漁港の概要

マイワシ

39,625 

アジ

34,320 

ウルメイワシ

12,939 

ブリ類

9,748 

ベニズワイ

8,912 

カタクチイワシ

8,232 

サバ 7,488 

マグロ1,333 

スルメイカ

1,141 

ズワイガニ

768 

その他

11,559 

水揚量（トン）

136,065

マイワシ

1,984,270 

アジ

2,591,282 

ウルメイワシ

630,908 

ブリ類

1,399,469 

ベニズワイ

1,965,625 

カタクチイワシ

450,919 

サバ

689,422 

マグロ

1,395,751 

スルメイカ

279,290 

ズワイガニ

1,504,039 

その他

4,931,959 

金額（千円）

17,822,933
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２ 境漁港の概要

• 境漁港における主要漁業と水揚時期
月

魚種名

エ テ ガ レ イ

他漁港からの
陸 送

い か 釣 り 漁

か に か ご 漁

底 び き 網 漁

メイ タガ レイ

サ ワ ラ

ケンサキイカ

ス ル メ イ カ

ベ ニ ズ ワ イ

ズ ワ イ ガ ニ

12

ア カ ガ レ イ

ハ タ ハ タ

ブ リ

ア ジ

サ バ

イ ワ シ

111098漁業種別 5 6

マ グ ロ

74321

ま き 網 漁

4
盛漁期

漁 期



３ 境漁港の取組

• 境漁港の活性化に向けた取組
• 全国的な水産資源の枯渇、長引く魚価の低迷、食品
の安全性、東日本大震災を教訓とした防災対策等、
水産業を取り巻く環境は厳しさを増している。

• H23.12に市場関係者や地元関係者、行政機関等に
よる「さかいみなと漁港・市場活性化協議会」立ち上
げ、境漁港の活性化に向けた検討を始めた。

• H25.3に現状・課題及び将来の構想を取りまとめた
「さかいみなと漁港・市場活性化ビジョン」を策定し
た。

• 計画策定にあたり、同協議会に諮りながら進めてい
る。
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４ 事業の目的

①災害に強く安全な地域づくりの推進

• 境漁港はH12.10に発生した鳥取県西部地震におい
て陸揚岸壁等の漁港施設が被災を受け、漁業活動
に大きな影響があった。この地震の経験や東日本大
震災の事例を踏まえ、災害発生後に速やかに陸揚
げが再開できるよう陸揚岸壁の耐震化を行う。

6鳥取県西部地震で被災した境漁港 東日本大震災で被災した漁港（宮城県石巻市）



４ 事業の目的

②水産物の安定的な提供に対応できる力強い水
産業づくりの推進

• 消費者に安心・安全な水産物を提供できるように、水
揚げされる水産物の高度衛生管理を強化し、各種漁
業に対応した、高度衛生管理型の荷さばき所の整備
に併せ、陸揚岸壁及び泊地の整備を行う。

7荷さばき所の混雑状況 陸揚げの順番待ちをする漁船



５ 事業の必要性

• 多種多様な魚種を取り扱う国内有数の流通拠点漁
港として、非常に重要な役割を担っている。

• 岸壁の耐震強化対策が未実施であり、大規模地震
発生後には多くの水産物の取扱に甚大なる影響を
及ぼすこととなる。

• 市場施設の老朽化が進み、陸揚げ岸壁・荷さばき所
等の高度衛生管理対策も未対応であり、安心・安全
な水産物の安定供給が強く求められている。

8老朽化が進む荷さばき所 荷さばき所へのトラックの乗り入れ



６ 事業の効果（生命・財産保全・防御効果）
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事前（整備前） 事後（整備後）

岸壁が耐震強化されていないため、震災時に施設が崩壊もしくは機能不全となる。

陸揚げ岸壁を耐震強化することにより、震災後の追加的な復旧費用の負担を回避することができる。

•岸壁の耐震強化により地震による岸壁の被害
を回避することができる。

陸揚げ岸壁の耐震強化

・地震によって被災した岸壁。



６ 事業の効果（水産物生産コストの削減効果）
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岸壁を漁業種類毎の専用化を図り、陸揚げ岸壁を新設・改良することにより、漁船の待ち時間を解
消することが出来る。
現在より十分な荷さばきスペースを確保することにより、荷さばき作業の効率化による時間短縮を図
ることが出来る。
主要な陸揚げ岸壁を耐震強化することにより、震災時においても陸揚げを維持することが出来る。

事前（整備前） 事後（整備後）

・各漁業種類に対応した専用岸壁及び荷さばき
所を整備することにより、漁船の待ち時間及び荷
さばき作業の効率化が図れる。・混雑する岸壁、荷さばき所



６ 事業の効果（漁獲物付加価値化の効果）
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事後（整備後）

事前（整備前）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岸壁エプロン 10.5m 防風防暑施設 9.5m １号上屋 23.0m 

フォークリフトでマグロを 
吊り下げて場内へ運搬 ブルーシート上で 

マグロの鰓・内蔵除

去 

シャッター 

マグロの直置き陳列による汚染
及び品質劣化（施氷上）

外気温による
品質劣化（夏場）

腹腔内の洗浄水は殺菌海
水であるが冷却されてい
ないことによる品質劣化

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岸壁エプロン 10.5m 防風防暑施設 9.5m 

フォークリフトでマグロを 
吊り下げて場内へ運搬 

ブルーシート上で 
マグロの鰓・内蔵除去 

シャッター 

フォークリフト通行帯
（ﾌｫｰｸﾘﾌﾄの動線確保）

落とし台設置
（床面からの汚染防止）

抗菌床
（床面からの汚染）防止）

側溝設置
（血水の排水）

腹腔内の洗浄水は殺菌冷海水使用

ビニールカーテン
（ｼｬｯﾀｰ開放時の防風）

出荷準備
スペース

シャッター

プラットホーム

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ通行帯+出荷準備ｽﾍﾟｰｽ+ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ

の確保のため背後に延伸

マグロの陸揚げにおける高度衛生化のイメージ図



６ 事業の効果（漁獲物付加価値化の効果）
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沖合底びき網漁船の陸揚げにおける高度衛生化のイメージ図

事後（整備後）

事前（整備前）

庇による風雨・日光からの保護

シャッターによる鳥害等の危害の進入防止



６ 事業の効果（漁獲物付加価値化の効果）
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かにかご漁船の陸揚げにおける高度衛生化のイメージ図

事後（整備後）

事前（整備前）

庇による風雨・日光からの保護シャッターによる鳥害等の危害の進入防止



６ 事業の効果（漁獲物付加価値化の効果）
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まき網漁船の陸揚げにおける高度衛生化のイメージ図

事後（整備後）

事前（整備前）

防鳥ネットによる鳥害等の危害の進入防止



６ 事業の効果（漁業就労環境の労働環境改善効果）
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漁業種類ごとに専用岸壁を設け、現在より十分な荷さばきスペースを確保し、作業の動線を一方向
化することにより、陸上作業者の作業環境の向上を図ることができる。

事前（整備前） 事後（整備後）

・十分な荷さばきスペースを確保することにより、
陸上作業者の作業環境の向上を図る。

・混雑する荷さばき所



-6m岸壁(新設)

-6m岸壁(増深改良)

-6m泊地浚渫

-6m岸壁(耐震改良)

事業箇所：境港市昭和町

計画工事種目：

-6m泊地浚渫 7,300㎡

-6m岸壁(新設) 313m

-6m岸壁(耐震改良) 157m

-6m岸壁(増深改良) 245m

道路 485m

用地(人工地盤) 12,000㎡

清浄冷海水取水施設 1式

荷さばき所 1式

事業費：120億円 ※評価対象外施設を含む

事業期間：平成26年度～平成35年度

荷さばき所

道路

清浄冷海水
取水施設

人工地盤

７ 事業概要図
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【凡例】
事業評価対象施設
事業評価対象外施設

通常は屋上駐車場として利用
震災時に避難場として利用


